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初任給
増額

６５歳以降をセカンド
キャリアスタッフに

５
月
７
日
、
国
労
東
日
本
本
部
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
よ
り
提

案
を
受
け
、
８
日
に
会
社
か
ら
全
社
員
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
８
日
付
け
で
概
要
を
業
務
連
絡
報
（
１
８
３
３
号
）
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
変
更
点
が
膨
大
に
あ
り
、
記
載
し
き
れ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
社
資
料
と
併
せ
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
実
施
は
人
事
・
賃
金
制
度
は
２
０
２
６
年
４
月
。
労
働
時

間
関
係
、
組
織
再
編
は
２
０
２
６
年
７
月
と
な
り
ま
す
。

東
日
本
本
部
で
は
、
今
後
懸
念
が
あ
る
部
分
や
、
疑
問
点
、

具
体
的
な
運
用
の
不
明
点
や
要
望
な
ど
を
各
級
機
関
か
ら
集
約

し
、
解
明
要
求
と
し
て
い
き
ま
す
。

①
事
業
本
部
の
設
置

首
都
圏
本
部
、
東
北
本
部
、

10
支
社
を
廃
止
、
統
括
セ
ン

タ
ー
と
併
せ
て
、
事
業
本
部

（
青
森
か
ら
湘
南
伊
豆
ま
で

36
か
所
）
に
再
編
成
。

①
定
年
の
見
直
し

65
歳
と
す
る
。
60
歳
以
上

の
原
則
出
向
は
変
わ
ら
な
い
。

65
歳
以
降
は
再
雇
用
制
度

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
す
る
が
、
希
望
に
添
え

な
い
場
合
も
あ
る
と
し
て
い

る
。

②
労
働
時
間
と
特
別
休
日
の

見
直
し

特
別
休
日
を
６
日
増
の
68

日
と
し
、
総
労
働
時
間
を
１

７
９
６
時
間
４
０
分
と
す
る
。

今
回
、
組
織
体
制
、
人
事
賃

金
制
度
な
ど
非
常
に
多
く
の
見

直
し
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
・
社
員
か
ら
は
多
く

の
疑
問
点
・
改
善
点
や
不
満
も

出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
東
日

本
本
部
で
集
約
し
、
申
し
入
れ
・

交
渉
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

●
都
市
手
当
か
ら
居
住
地
基

準
の
住
宅
等
手
当
に
な
る
こ

と
で
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い

て
も
手
当
に
大
き
な
差
が
で

き
る
こ
と
。

●
統
括
セ
ン
タ
ー
か
ら
事
業

本
部
へ
の
移
行
で
、
範
囲
の

変
更
が
あ
る
の
で
、
異
動
は

本
人
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
。

●
昇
給
に
大
き
な
格
差
が
発

生
す
る
が
、
ど
う
い
う
基
準

で
差
を
つ
け
る
の
か
。

●
乗
務
員
の
出
勤
予
備
を
廃

止
す
る
こ
と
へ
の
不
安
。

●
会
社
と
組
合
の
交
渉
単
位

は
ど
う
な
る
の
か
。

●
現
在
の
統
括
セ
ン
タ
ー
で

は
駅
と
乗
務
員
区
が
同
じ
職

場
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
設
備
系
職
場
や
車
両

セ
ン
タ
ー
ま
で
入
る
の
か

…
…
な
ど

①
賃
金
及
び
手
当
の
体
系
見

直
し「

基
本
給
」
か
ら
「
職
務

能
力
給
」
に
変
更
。
各
種
手

当
を
変
更
。
55
歳
以
降
も
継

続
支
給
。

②
初
任
給
の
引
き
上
げ

令
和
５
年
か
ら
あ
る
初
任

給
特
別
措
置
を
廃
止
し
、
初

任
給
額
を
引
き
上
げ
る
。

③
能
力
昇
給
の
実
施

「
定
期
昇
給
」
を
廃
止
し

「
能
力
昇
給
」
と
す
る
。
６

５
歳
ま
で
昇
給
を
継
続
。
初

任
給
を
引
き
上
げ
る
一
方
、

昇
給
額
は
圧
縮
と
な
る
。

①
住
宅
等
手
当

勤
務
地
基
準
の
都
市
手
当
・

定年は
６５歳

休日
６日増加

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
組
織
と
働
き

方
」
が
提
案
さ
れ
る
。

寒
冷
地
手
当
・
別
居
手
当
を

廃
止
。
居
住
地
基
準
で
東
京

都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・

千
葉
県
の
社
員
は
４
５
０
０

０
円
に
統
一
。

そ
れ
以
外
の
地
域
の
社
員

は
１
０
０
０
０
円
に
統
一
す

る
。
そ
の
た
め
、
現
行
の
基

本
給
が
30
万
円
以
上
で
Ａ
級

地
（
東
京
23
区
）
勤
務
の
社

員
や
、
大
宮
（
Ｂ
級
地
）
勤

務
で
栃
木
県
か
ら
通
勤
し
て

い
る
社
員
な
ど
は
減
額
と
な

る
。

②
子
ど
も
手
当

配
偶
者
に
対
す
る
手
当
は

廃
止
し
、
扶
養
す
る
子
１
人

あ
た
り
22
歳
ま
で
２
万
円
を

支
給
。

③
企
業
型
確
定
拠
出

年
金
の
導
入

退
職
金
と
第
二
基

本
給
制
度
を
廃
止
し
、

企
業
型
確
定
拠
出
年

金
を
導
入
す
る
。

①
基
本
賃
金

勤
務
地
基
準
で
支

給
す
る
。
65
歳
以
降

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
ス
タ
ッ
フ
移
行
後

も
同
額
。

②
経
過
措
置
額
を
支

給
定
年
退
職
年
齢
年

齢
引
き
上
げ
世
代
と

の
賃
金
差
を
考
慮
し
、

精
勤
手
当
（
夏
季
・

年
末
）
と
併
せ
て
支

給
す
る
。

今
後
、
疑
問
点
・改
善
点
な
ど
を

申
し
入
れ
、
交
渉
を
お
こ
な
う
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現
在
、
米
坂
線
・
坂
町
～
今

泉
間
は
代
行
バ
ス
に
よ
る
運
行
。

線
路
は
雑
草
に
覆
わ
れ
て
、
レ
ー

ル
は
錆
び
つ
き
信
号
機
や
標
識

は
ツ
タ
が
絡
ん
で
い
る
状
態
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
鉄
道
員
と

し
て
は
一
瞬
「
廃
線
な
の
か
？
」

と
の
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

小
白
川
橋
り
ょ
う
が
崩
落
し

た
羽
前
椿
～
手
ノ
子
間
は
線
路

が
分
断
さ
れ
、
立
入
禁
止
の
柵

を
設
置
。
し
か
し
隣
接
す
る
国

道
の
橋
は
復
旧
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
道
路
と
鉄
道
は
ど
ち
ら

も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
な
の
に
、

道
路
は
国
土
交
通
省
の
管
理
、

鉄
道
は
鉄
道
事
業
者
の
管
理
に

お
け
る
「
復
旧
の
差
」
を
痛
感

し
ま
し
た
。
鉄
道
に
関
し
て
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
実
施
し
た
、
崩

落
し
た
橋
り
ょ
う
の
撤
去
と
土

砂
流
入
の
搬
出
な
ら
び
に
踏
切

の
み
の
除
草
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

沿
線
自
治
体
で
は
「
米
坂
線

の
早
期
復
旧
と
地
域
活
性
化
を

考
え
る
会
」
が
活
動
。
署
名
活

動
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社
・

新
潟
県
・
国
土
交
通
省
へ
の
要

請
な
ど
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
昨
年
８
月
の
小
国
駅
前
の

米
坂
線
絆
ま
つ
り
に
は
新
潟
・

山
形
の
両
県
知
事
も
参
加
し
、

早
期
復
旧
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

新
潟
支
社
は
、
２
０
２
２
年

11
月
国
労
新
潟
地
本
と
の
交
渉

で
「
具
体
的
な
計
画
は
進
ん
で

い
な
い
。
し
か
し
廃
止
は
考
え

て
い
な
い
」
と
回
答
。
そ
の
後

米
坂
線
復
旧
検
討
会
議
で
は

「
鉄
道
の
運
営
を
前
提
と
し
た

復
旧
は
む
ず
か
し
い
」
と
、
復

旧
費
用
86
億
円
を
出
し
渋
る
姿

勢
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

米
坂
線
は
都
市
間
輸
送
路
線

で
あ
り
、
高
校
に
通
う
通
学
路

線
で
も
あ
り
ま
す
。
自
動
車
を

持
て
な
い
人
も
い
る
な
か
で
、

誰
も
が
移
動
で
き
る
社
会
環
境

が
必
要
で
す
。

復
旧
を
迫
る
た
め
、
国
労
新

潟
地
本
は
、
４
月
に
「
米
坂
線

の
早
期
復
旧
に
向
け
て
の
会
社

の
考
え
方
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
」
を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

４
月
27
日
、
新
潟
地
本
の

案
内
で
、
２
０
２
２
年
８
月

の
東
北
豪
雨
で
線
路
や
橋
り
ょ

う
が
崩
落
し
た
米
坂
線
を
取

材
し
ま
し
た
。
早
期
復
旧
を

求
め
る
地
元
と
、
復
旧
に
慎

重
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社

と
の
間
で
協
議
が
続
い
て
い

て
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
い

中
で
の
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

米
坂
線
・現
状
リ
ポ
ー
ト

国
労
東
日
本
本
部
は
、
５

月
10
日
に
新
橋
駅
前
「
ば
る

～
ん
」
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
組
合
員
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
夏
季
一
時
金
交
渉

を
前
に
若
手
組
合
員
か
ら
職

場
状
況
を
聞
き
、
交
渉
に
役

立
て
る
意
味
も
あ
り
、
こ
の

時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
若
手
組
合
員

中
心
に
、
意
見
交
換
を
定
期

的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

－
Ｕ
）
の
仲
間

も
参
加
し
、
交
流
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

各
駅
か
ら
要
員
不
足
の
報
告
が

●
西
府
駅

「
終
日
一
人
勤
務
。
駅
の
無

人
ニ
ュ
ー
デ
イ
ズ
の
管
理
も

あ
る
。
閉
店
作
業
が
大
変
で
、

冷
蔵
庫
の
温
度
管
理
な
ど
チ
ェ
ッ

ク
項
目
が
多
い
。
改
札
を
遠

隔
対
応
に
し
て
く
れ
れ
ば
や

り
や
す
い
が
、
遠
隔
監
視
を

す
る
立
川
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
立
川
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
）
の
負
担
が
増
え
る
」

●
立
川
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

「
３
月
の
奥
多
摩
駅
の
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
委
託
か
ら
本
体
持
ち
へ

の
変
更
と
同
時
に
一
人
勤
務

に
。
休
憩
時
間
が
遠
隔
監
視

に
な
り
負
担
が
増
え
た
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
増
員
さ
れ
ず
。

何
か
が
あ
っ
て
も
休
憩
時
間

中
の
奥
多
摩
駅
社
員
に
直
接

電
話
が
で
き
ず
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

八
王
子
支
店
経
由
に
な
り
非

効
率
」

●
武
蔵
増
戸
駅

「
八
王
子
管
区
は
３
～
６
月

に
か
け
、
若
手
、
エ
ル
ダ
ー

９
人
が
退
職
。
新
入
社
員
は

４
人
。
明
ら
か
に
足
り
な
い
。

一
部
の
駅
で
は
、
休
日
出
勤

前
提
で
の
勤
務
が
続
く
。
八

王
子
管
区
で
は
管
理
者
が
す

べ
て
日
勤
。
深
夜
・
早
朝
に

何
か
あ
っ
て
も
何
も
で
き
な

い
。
一
ヵ
所
だ
け
で
も
泊
ま

り
勤
務
に
し
て
、
不
測
の
事

態
に
備
え
て
も
ら
え
な
い
か
」

●
東
京
駅

「
突
発
が
毎
日
あ
る
。
申
し

込
ん
だ
休
み
が
入
ら
ず
、
当

日
突
発
で
休
む
の
が
常
態
化
。

精
神
的
な
も
の
で
休
む
人
も

い
て
、
人
が
足
り
な
い
。
休

職
者
も
多
い
。
時
短
勤
務
も

数
人
。
新
幹
線
乗
換
出
札
を

閉
め
て
対
応
せ
ざ
る
を
え
ず
、

他
の
窓
口
の
負
担
が
増
え
る
。

退
職
者
が
多
く
、
新
入
社
員

を
配
属
し
て
も
辞
め
て
し
ま

う
の
で
、
周
辺
の
駅
に
配
属

し
、
あ
る
程
度
慣
れ
た
社
員

を
東
京
駅
に
回
し
て
い
る
」

●
矢
向
駅

「
３
月
の
南
武
線
ワ
ン
マ
ン

化
以
降
、
列
車
の
遅
れ
が
ひ

ど
く
な
っ
た
。
い
っ
た
ん
遅

れ
る
と
な
か
な
か
回
復
し
な

い
。
車
掌
が
い
な
い
の
で
何

反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

各
政
党
か
ら
も
国
会

議
員
が
参
加
し
、
立

憲
民
主
党
・
辻
本
議

員
か
ら
は
「
今
、
力

を
入
れ
る
の
は
憲
法

を
変
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
生
活
を
豊
か

に
す
る
こ
と
。
憲
法

９
条
で
、
武
力
で
解

決
し
な
い
と
言
っ
て

い
る
日
本
が
紛
争
の

仲
介
に
入
る
べ
き
。

運
動
な
く
し
て
平
和

な
し
。
続
け
て
い
く

こ
と
が
平
和
を
作
っ

て
い
く
」
な
ど
の
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
ま
し

た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
菱
山

南
帆
子
さ
ん
（
許
す
な
！
憲
法

改
悪
・
市
民
連
絡
会
事
務
局
長
）

は
「
ガ
ザ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
が
終
わ
ら
な
い
今
こ
そ
、
平

和
憲
法
を
生
か
そ
う
と
取
り
組

ん
で
き
た
私
た
ち
が
打
っ
て
出

る
時
。
戦
争
で
多
く
の
加
害
を

繰
り
返
し
て
き
た
日
本
は
、
憲

法
を
持
っ
て
平
和
を
作
り
出
す

と
き
。
信
じ
ら
れ
る
未
来
の
た

め
、
私
た
ち
は
地
域
・
職
場
で

取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
で
は
植
野
妙
実
子

さ
ん
（
中
央
大
学
名
誉
教
授
・

憲
法
学
）
、
田
中
煕
巳
さ
ん

（
原
水
爆
被
団
協
代
表
委
員
）

た
ち
が
憲
法
改
悪
反
対
、
戦
争

安
保
関
連
法
が
２
０
１
５

年
に
成
立
し
て
10
年
を
迎
え

た
今
年
も
、
５
月
３
日
の
憲

法
記
念
日
に
、
お
台
場
・
有

明
防
災
公
園
に
お
い
て
「
２

０
２
５
憲
法
大
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

国
労
か
ら
も
東
日
本
本
部

を
は
じ
め
、
各
級
機
関
が
参

加
し
、
全
体
で
は
３
万
８
千

人
が
結
集
し
改
憲
反
対
・
戦

争
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

護
憲
集
会
で

が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
ず
、

そ
う
し
た
際
に
起
こ
る
事
象

を
想
定
し
て
訓
練
を
し
て
ほ

し
い
」

●
東
秋
留
駅

「
昨
年
、
若
手
社
員
が
第
三

者
加
害
に
遭
っ
た
。
車
掌
が

か
ら
ま
れ
て
い
た
の
で
対
応

に
行
っ
た
ら
暴
行
を
受
け
た
。

加
害
者
は
警
察
に
連
行
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
勤
務
中
に

来
て
『
示
談
に
し
て
く
れ
な

い
か
』
な
ど
の
話
を
さ
れ
た
。

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
会
社
が

間
に
入
っ
て
ほ
し
い
。
会
社

の
フ
ォ
ロ
ー
が
弱
す
ぎ
る
。

法
務
担
当
が
弱
い
の
な
ら
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
法
務
担
当
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
」


